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いま地域と学校が結びつく意味
―農村と都市の動きから

岸 裕司・習志野市秋津コミュニティ会長

学
校
は
地
域
活
性
化
の
「
ヘ
ソ
」、

子
ど
も
は
地
域
の
宝

中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
（
一

九
九
八
年
九
月
）
に
は
、
以
下
の

文
言
が
あ
り
ま
す
。

「
…
…
特
に
、
住
民
の
日
常
生

活
圏
に
最
も
身
近
に
存
在
す
る
学

校
は
、
学
校
教
育
の
実
施
と
い
う

本
来
の
機
能
を
前
提
と
し
て
、
地

域
住
民
の
生
涯
学
習
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
し
て
も
、
そ

の
資
源
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。（
第
四
章

三
よ
り
）」

農
村
で
も
都
市
部
で
も
、
学
校

と
地
域
が
結
び
つ
く
こ
と
で
さ
ま

ざ
ま
な
積
極
策
が
出
来
る
の
で

す
。「
開
か
れ
た
学
校
」
と
「
創
造

的
な
地
方
の
時
代
」
は
、
ど
う
や

ら
セ
ッ
ト
で
や
っ
て
来
そ
う
で
す
。

私
の
居
住
す
る
千
葉
県
習
志
野

市
秋
津
は
、
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
と
し
て
二
〇
年
前
に
出
来
た
新

興
団
地
で
す
。
埋
立
地
の
た
め
に

自
然
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。「
無
い
な
ら
創
ろ
う
！
」
と

の
、
学
校
と
地
域
社
会
が
融
合
し

て
の
「
学
社
融
合
」
教
育
で
、
ま

ち
の
中
心
に
あ
る
市
立
秋
津
小
学

校
の
校
庭
に
ビ
オ
ト
ー
プ
（
池
や

田
ん
ぼ
な
ど
の
自
然
観
察
園
）
を

創
り
ま
し
た
。
そ
の
延
長
で
、
今

年
の
夏
休
み
に
は
井
戸
ま
で
昔
の

手
掘
り
技
術
で
掘
り
ま
し
た
。
井

戸
が
あ
れ
ば
「
イ
ザ
！
」
の
時
、

防
災
避
難
所
の
学
校
機
能
が
充
実

し
ま
す
し
、
池
の
水
に
も
利
用
で

き
れ
ば
一
石
二
鳥
で
す
。

新
潟
県
の
あ
る
過
疎
地
の
小
学

校
が
、
五
年
前
に
廃
校
に
な
り
ま

し
た
。
文
部
省
が
「
廃
校
に
し
て

も
補
助
金
を
返
還
し
な
い
で
済
む

よ
う
に
変
え
た
こ
と
」
か
ら
、
村

は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
変
え

ま
し
た
。
数
名
い
た
子
ど
も
た
ち

は
、
遠
く
の
学
校
に
通
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
昼
は
村
に
子
ど
も

た
ち
の
声
が
聞
こ
え
な
く
な
り
ま

し
た
。
村
は
、
こ
の
先
さ
び
れ
る

一
方
に
感
じ
ま
す
。

一
方
、
鳥
取
県
会
見
町
は
、
会

見
第
二
小
学
校
の
児
童
数
が
平
成

一
四
年
度
に
は
ゼ
ロ
に
な
る
こ
と

を
見
越
し
て
積
極
策
に
打
っ
て
出

ま
し
た
。
廃
校
を
防
ぐ
た
め
に
、

な
ん
と
学
校
の
隣
接
地
に
町
営
住

宅
を
建
設
し
児
童
の
い
る
家
庭
に

格
安
で
貸
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

昨
年
度
六
戸
、
今
年
度
は
四
戸
を

建
設
中
。
三
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
冷
暖
房
と

駐
車
場
付
き
で
、
家
賃
は
月
二
万

円
と
の
こ
と
。

岩
手
県
紫
波
町
で
は
、
こ
の
十

月
か
ら
町
立
全
十
四
の
小
中
学
校

図
書
館
と
公
民
館
図
書
室
（
通

称：

野
村
胡
堂
文
庫
）
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
つ
な
ぐ
と
と
も
に
、
全
十

万
冊
の
デ
ー
タ
を
個
人
で
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
三
校
の
小

中
学
校
の
図
書
館
を
町
民
に
開
放

し
、
胡
堂
文
庫
と
と
も
に
利
用
で

き
る
図
書
館
が
一
挙
に
増
大
し
ま

す
。
学
校
教
育
と
し
て
使
わ
な
い

全
土
曜
日
と
一
部
の
日
曜
日
の
午

予
算
を
か
け
な
い
で
、い
ま
有
る
学
校
施
設
を
有
効
活
用

都
市
部
で
も
「
学
社
融
合
」
で
、

ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
や
井
戸
掘
り
実
現

文
部
省
が
推
進
す
る
地
域
住
民
に

「
開
か
れ
た
学
校
」

後
を
「
町
民
図
書
室
」
に
と
転
用

し
ま
す
。三
校
に
出
向
け
ば
、他
の

学
校
図
書
館
の
本
も
借
り
ら
れ
ま

す
。
本
の
貸
出
し
の
ほ
か
に
、
パ

ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
無

料
で
利
用
で
き
、「
調
べ
学
習
」
が

自
由
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
二
つ
の
小
学
校
図
書
館

で
は
日
曜
日
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
々
に

よ
る
「
お
は
な
し
会
」
も
開
催
し

ま
す
。
さ
ら
に
中
学
校
で
は
、
中

高
年
齢
の
方
々
を
対
象
に
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
塾
」も
開
催
し
ま
す
。

掘りたての井戸水をドラム缶に入れて、さっそく露天風呂を楽しむ秋津小学校の子どもたち。奥
がビオトープの池と田んぼ。

農業教育
「生き物に学ぶ」「地域に学ぶ」さらに「教え
ることで学ぶ」ことで、教育を組み替え、課
題解決学習や「総合的な学習」を先導した、
農業高校の教育実践を軸に、これからの高校
教育、地域の教育の姿と方向を大胆に提示。
年2 回刊A5 判定価400 円（〒80 円）年間購読料800 円（〒込）

増刊現代農業
経済合理性では解決できない環境・医療・福
祉・教育の矛盾を農の原理＝自給・相互扶助・
互酬で切り開く！食農教育、定年帰農、都市農
村交流など新しい社会の芽を全国からレポート。

季刊A5判・定価900 円（〒120 円）年間購読料3600 円（〒込）

月刊現代農業
月刊 A5 判　定価800 円（〒120 円）
年間購読料9600 円（〒込）
●現代農業特別号（農業の技術・自給の知恵）
●現代農業9月号（学校給食に地元野菜を届ける）

21世紀の日本を考える
【食料・農業・農村】
年4回刊 A5判　定価400円（〒80円）
年間購読料1600円（〒込）
●10号 環境を保全する循環型町づくり
● 8号 21世紀の人材を育む農業・農村

農 協文

●60号（2000年6月）

●59 号（1999 年12月）

●日本的グリーンツーリズムのすすめ
（2000 年11月）

●楽しいね!! 食べもの教育応援団
（1997年8月）

特集 新科目・新課程はこう教える

特集・すべての高校で農業教育を
―高校改革への新たな挑戦

食と農で地域と学校を結ぶ

http://www02.u-page.so-net.ne.jp/ca2/jun50fty/

http://www02.u-page.so-net.ne.jp/ca2/jun50fty/

